
鳥取県が実施しているアユ不漁対策ついて

鳥取県水産課 田中

資料 １



1. 近年の鳥取県におけるアユ資源の状況
①アユの寿命は一年間
一生のうちで海と川を回遊する

②平成26年以降、アユの遡上量が100分の1以下に激減

１）主に4 5

３）主に10 11月に下流域へ降下し、砂礫の河床で
産卵する（親は産卵後死亡する）。

４）孵化した仔魚は河川の流れに乗って海域へ下る。
５）沿岸の極浅所に分布し、翌年の春に遡上する。
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※1月は流下仔魚がほぼ採集できず、値の信憑性が低いため生残率の計算から除外
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1. 近年の鳥取県におけるアユ資源の状況
③海洋生活期の生き残りが悪くなった
→ 産卵期が早期（10月）に集中したことが激減の要因と推測。生残りの良い時期に仔魚量を増やす必要あり。

海で生活している期間の生残率が悪くなっていると考えられる

不調年
（H28年遡上）

好調年
（H23年遡上）

生残率が高い時期 生残率が高い時期

仔魚の流下時期と翌年の遡上魚量との関係



1. 近年の鳥取県におけるアユ資源の状況

仔魚の生残に適したノープリウス密度（餌料
生物の量）を36.5個体/リットル※と仮定．
既往調査の密度は，ほとんどこの値を下回っ
ている
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美保湾沿岸におけるノープリウス密度の推移

※八木ら（2006）日水誌72(6).1057-1067 土佐湾の砕波帯において仔魚の生き残りが良かった時の値．海域等の条件が異なり単純比較はで
きないが，参考として使用

アユの餌である沿岸域のカイアシ類ノープリウス密度

近年の秋～冬にかけて，美保湾沿岸は餌量
が少なく，仔魚が生き残りにくい環境だったの
ではないか

全長0.5mm
～数mm

カイアシ類

全長40m～60mm

アユの稚魚
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1. 近年の鳥取県におけるアユ資源の状況
③海洋生活期の生き残りが悪くなった
→ 産卵期が早期（10月）に集中したことが激減の要因と推測。生残りの良い時期に仔魚量を増やす必要あり。

1．親となるアユを残す 2．産卵場を改善する
遡上不良対策として

不調年
（H28年遡上）

好調年
（H23年遡上）

生残率が高い時期 生残率が高い時期

仔魚の流下時期と翌年の遡上魚量との関係



2. アユの遡上不良対策
アユの遡上を改善するために

1. 親となるアユを残す
⇒ 河川にアユが一定数いればサイズや分布等の違いにより産卵期が分散し易い

（ 後半まで続き易い）

しかし、残すべき天然アユが遡上期からほとんどいないことも要因の一つ
⇒ 親となるアユを添加する

種苗放流方法の工夫 カワウ対策 小わざ魚道整備

【現在実施している対策】

2. 産卵場を改善する
⇒ 県内河川の底質は「砂が多い」等、アユの産卵に不向きな場合が良く見られる

天然の産卵場の
環境はどうか ?

千代川の産卵場 産卵場の河床

（良好な産卵場を考える）



3. 親アユ放流試験

千代川は産卵に適した河床が広い範囲で確
認出来たが、親となるアユが少なかった

試験に適している千代川で実施

①県産種苗を放流

②カワウ対策を徹底する
アユの産卵期には河川にカワウが多数飛来
するため、放流する親アユが被食されない
よう防除対策が必須
⇒ 産卵場付近の広い範囲にテグスを張
る。
放流する親アユのみならず天然アユも
守ることになるため、産卵状況の好転
が期待できる。

遺伝的多様性に配慮し、県外産のアユは使
用せず、県産河川に生息していた親由来の
種苗を放流する。

R2年千代川の産卵場の例で検討すると…
地理院地図

テグス
設置範囲テグス設置状況

千代川 天神川 日野川

産卵場 ○ × △
親アユの量 × × ○

R2年産卵場調査結果
試験を実施する河川をどこにするか？

※日野川は造成産卵場のみで卵を確認



3. 産卵場の改善
千代川では漁協が主体となって産卵場造成を実施している（国土交通省の協力有り）。

①好適な産卵場とはどういったものか？
②河川のどこを保全すべきか？

天然の産卵場を捉える
1. 粒径
2. 流速
3. 水深
4. 地形

河川のどういった
条件の場所でアユが
産卵しているか？
どこであれば産卵で
きそうか？

その年の気象条件次第で造成が困難に…

⇒ 検討するためのデータが不可欠！

（30年豪雨後の日野川）
土砂に埋まる造成予定箇所

鳥取県の産卵場環境をしっかり調べる

しかし、そもそも

重機により
広い範囲を改善 浮石状態を形成



4. 親アユ放流試験および結果（速報）
千代川漁協による産卵場におけるテグス設置（県からの委託）



4. 親アユ放流試験および結果（速報）

2021年11月12日2020年10月29日

成熟した親魚の選別 バケツにより優しく放流 千代川へ泳ぎだすアユ



4. 千代川の産卵場（2021年の結果速報）

・親魚が残っており、11月中旬まで産卵が続いていた
・漁協による造成地点でも産卵が行われていた
・7月、8月の出水により地形が変化し、昨年確認されな
かった菖蒲でも産卵が見られた

N

千代川に於けるアユ産卵場調査
（昭和42年の水試調査）

菖蒲

叶

117m2

（産卵場造成地点）

290m2

91m2
11月12日、
18日に調査



5. 魚道整備（八東川永野堰）
・千代川、天神川、日野川の遡上を阻害している堰堤について、
基本的に下流側から修繕を実施していく方針で業務実施中。

・現在、千代川水系では永野堰の修繕に取り組んでいる。

※左岸には小わざ魚道が設置

私都川

八東川 左岸魚道

中央魚道

右岸魚道

→八東川および私都川の最下流に位置する堰堤であり、当堰堤を
遡上できなければ上流に分布範囲を広げられない。



5. 魚道整備（八東川永野堰）

八東川・私都川の最下流にある堰堤で、当該堰堤を遡上
出来るよう改善する意義は大きい。

⇒現在、中央魚道を改善するため関係者と検討中

永野堰の場合、遡上を阻害する落差の大きい箇所がほとんど



6. カワウによる被害と対策

【結果】・アユの被食割合は既往調査（24.5%：H22 24年）に比べ増加し
た。

・カワウによるアユの補食は、特にアユが群れを形成する遡上期、
産卵期に集中していた。

アユ
31.0％不明

45.9％

その他
23.1％

カワウの胃内容物（重量）： N=108
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※グラフの上の数字はカワウ羽数

遡上期
放流時期 産卵期

本調査のアユ割合： 31.0％（H29~R1）

被害額の推定等：胃内容物調査（指針検討期間H29~R1の結果）



6. カワウによる被害と対策

主なカワウ被害は漁業被害

追い払い、テグス張り、駆除依頼など約600万円（3漁協合計）

内水面における推定被害額は3,400万円
（平均飛来数260羽、アユの捕食割合31.0％、日数244日等より算出）
※近年アユの遡上数は極めて少なく、河川に生息するほとんどが放流種苗

各漁協さんの カワウ対策費用

流域市町村と一緒になって対策を実施していく必要あり



6. カワウによる被害と対策

結果を流域市町村担当者と共有できるよう、千代川漁協と共に
報告予定

千代川漁協さんと2020年から
飛来数調査を実施

1.因幡大橋上

2.合流点

3.万代寺橋上

：漁協調査地点

地理院地図
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本年度は胃内容物調査もあわせて
実施しており、千代川水系の
被害額を個別に算出出来る。
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市報と総合支所だよりについて 

 市では、市 のみなさんへの情報発信において、  的に「伝える」のではなく、必要とす
る情報が「伝わる」「届く」よう、内容のわかりやすさや伝達手段（媒体）などを工夫しながら
取組んでいるところです。このたび、こうした視点から「市報」と「総合支所だより」につい
て見直ししたいと考えています。 

１ 具体的な見直し内容 
①市報と支所だよりの掲載情報を整理（重複を解消）する。 
 〇市報は全市 に共通な情報、支所だよりには地域限定（密着）の情報掲載を基本とする。 
〇上記を踏まえ、支所だよりに掲載していた次の情報を市報に再編し、掲載する。（別紙参照） 
（情報を集約することにより探しやすく、伝わる情報提供へ） 
・乳幼児健診、集団検診情報 
・支所主催のイベント等の情報 
「まちかどアルバム」の掲載回数を各支所年６回から１２回に増やす。 

   「ピックアップインフォメーション」や「情報ひろば」への掲載を充実する。 
②紙面をA４両面４ページからA4両面２ページとする。 
③支所だよりのレイアウトを変更（紙面の有効活用）や、記事に写真、図表等を効果的に活用
し、わかりやすい表現（文字量）となるよう工夫する。 
④多様な広報媒体の有効活用に予算を重点的に配分し、DX（デジタル化）やペーパーレス化、
タイムリーな情報提供等を推進していく（「いつでも（最新）情報を知りたいタイミングで入
手できる」） 
・ホームページ、CATV（データ放送）、ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ） 
・CATV、FM鳥取の市政広報番組等を放送（市報等と連携した情報を映像や音声で提供） 
・ライン（お友達登録で、市からのお知らせが届く）など 

２ 実施時期 
 令和４年４月号の市報、支所だよりから実施 

地域振興会議資料 
令和３年１１月２２日 

担当課 
企画推進部 
秘書課広報室 

資 料 ２ 



２

令和４年４月号から「河原町総合支所だより」掲載情報の一部が

「市報」に再編されます。 

＜具体的な記載箇所の変更内容＞  

 ①支所だより「保健情報カレンダー」→市報『健康・病院』 

河原町総合支所だより１０月号 ４ページ（乳幼児健診） 

市報１０月号 １２ページ

記載箇所変更 



3

＜具体的な記載箇所の変更内容＞  

 ②支所だより「保健情報カレンダー」→市報『健康・病院』 

河原町総合支所だより１０月号 ４ページ（集団検診） 

市報１０月号 １２ページ

記載箇所変更 



4

＜具体的な記載箇所の変更内容＞  

③支所だより「まちかどアルバム」→市報『まちかどアルバム』 

河原町総合支所だより１０月号 １ページ 

市報８月号 １２～１３ページ「まちかどアルバム」

※河原町でのイベント情報等は、市報の「ピックアップインフォメーション」

や「情報ひろば」でも掲載します。 

掲載回数を増やす ６→１２回/年 



5

＜具体的な変更の内容＞  

④表題レイアウトの変更 

河原町総合支所だより１０月号 表題

支所だより表題（変更案）

人口：〇〇○〇人（男   女   ）  世帯数 〇〇○世帯       年 月 日現在 

紙面を有効活用するため表題をスリム化



布袋工業団地に次の２社の企業立地が決定しました。

企業名 （株）はなふさ （株）ササヤマ

事業概要
現本社を移転
食肉加工品などの製造部門強化
生産拡大

既存事業の増産に伴う工場拡張

稼働時期
令和４年９月頃
（今年度内工事着工）

令和４年１０月頃
（今年度内工事着工）

投資規模
約６億円
（本市補助：約６，０００万円）

約１１億円
（本市補助：約１億１，０００万円）

雇用計画 新たに約１０名（正規雇用）増員 新たに約１５名（正規雇用）増員

会社概要

【本社】
鳥取市南安長
代表取締役 花房 稔
【事業内容】
食肉卸小売、食品加工業

【本社】
鳥取市河原町布袋（布袋工業団地内）
代表取締役 笹山 勝
【事業内容】
金型設計・製作
プレス部品試作・量産

資料３
担当課 企業立地・支援課
担当
（電話）

西田・太田
（0857-20-3223）

布袋工業団地の南側ブロック（約1.0㌶）の企業立地について

布袋工業団地

立地予定地


